
長濱  重光
（ながはま  しげみつ）

●生年月日／昭和26年12月８日（65歳）

●出  身  地／垂水市新城地区

●血  液  型／Ｂ型

●副市長就任／平成 29 年４月

●経歴／平成 20 年鹿児島県教育委員会

総務福利課企画監、同 22 年同課長、同

23 年同参事兼課長、同 24 年 11 月県庁

定年退職、同 24 年垂水市教育委員会教

育長、同 29 年４月垂水市副市長就任。

●市民の皆様へ／市民の皆様方のご理解

とご支援により何とか教育職を全うする

ことができましたことに心からお礼を申

し上げます。副市長職はこれまで以上に

重職であります。これから微力ではあり

ますが、市政の発展と市民の皆様方の幸

せのために新たな気持ちで誠心誠意、全

力を尽くしてまいります。また、職員と

一体となり、さらに風通しの良い垂水市

役所となるよう、取り組んでまいります。

垂水市新体制
特 集

坂元  裕人
（さかもと　ひろと）

●生年月日／昭和33年３月16日（59歳）

●出  身  地／垂水市垂水地区

●血  液  型／ O型

●教育長就任／平成 29 年４月

●経歴／平成 20 年薩摩川内市立水引小

学校長、同 23 年鹿児島県総合教育セ

ンター教職研修課長、同 27 年鹿児島

市立玉江小学校長、同 29 年４月垂水

市教育長就任。

●市民の皆様へ／教育長の大役を賜り、

身の引き締まる思いです。歴代教育長の

思いを受け止め、施策・事業等を更に

充実・深化させたいと考えます。また

現場をしっかり見て、声を聞いて子ど

もたちの夢実現のために精一杯頑張り

ます。教育に対する市民の方々の願い・

夢を私にもお聞かせください。「向上心

をもって、今を生きる。」を信念として

頑張る所存です。

本館 2 階

Mayor  of  Tarumizu

尾脇  雅弥
（おわき  まさや）

●生年月日／昭和42年３月17日（50歳）

●出  身  地／垂水市柊原地区

●血  液  型／ O型

●市長就任／平成 23 年１月

●経歴／平成元年㈱九州雇用促進事業会

（出版業）入社、同 15 年垂水市議会選挙

初当選、同 19 年再選、同 23 年 1 月垂

水市長選挙初当選、同 27 年 1月再選し、

現在２期目。

●市民の皆様へ／市民の皆様の最大の感

心事である、医療・介護・福祉の充実。

少子高齢化社会の中で市民の皆様の最重

要課題でもあります。その事を踏まえ、

今春 4月 1 日「地域包括ケアシステム」

の拠点をコスモス苑内に整備いたしまし

た。更に、鹿大医学部・肝属医師会・垂

水中央病院の皆様方と連携強化して「健

康長寿・子育て支援」の新しい町づくり

幸福の形を目指してまいります。

本館 2 階

Deputy  Mayor  of  Tarumizu

市民館

Superintendent of Education 

新たな職に
新たな気持ち
で邁進します

市民の皆様の
幸福のため
変革元年 !!

垂水市では毎年、各課の業務内容と職員をご
紹介しています。元気な垂水のまちづくりに
向けて、本年度もよろしくお願いいたします！

今年の自分を
表現する漢字

福
今年の自分を
表現する漢字

新

垂水の
教育の原点は
子どもたちの
「夢実現＝幸せ」

です。 今年の自分を
表現する漢字

夢

地方創生

　

第
８
回
垂
水
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
を

３
月
28
日（
火
）に
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
審
議
会
で
は
、
平
成
27
年

10
月
策
定
さ
れ
た
「
垂
水
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
事
業
や
平
成

28
年
度
に
国
の
交
付
金
を
活
用
し

て
実
施
し
た
事
業
に
つ
い
て
、
委

員
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
効
果
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
実
施
事
業
に

対
す
る
課
題
や
国
の
支
援
策
を
活

用
し
た
事
業
等
を
踏
ま
え
て
「
垂

水
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
改
訂
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
は
、
今
回
の
審
議
会
で

委
員
の
皆
さ
ま
か
ら
出
さ
れ
た
ご

意
見
・
ご
提
案
を
踏
ま
え
、
垂
水

市
の
実
情
に
合
っ
た
更
な
る
地
方

創
生
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

◎企画政策課／政策推進係
☎内線 245

▼ 主な審議会評価事業
①たるみず観光物産販路拡大支援事業
②南の拠点整備事業（ハード部門・ソフト部門）
③定住促進事業
④外国語活動指導講師事業
⑤夢の実現！学びの教室（中学校）事業
⑥企業版ふるさと納税活用事業
　地域若者「就地」拡大プロジェクト事業
⑦地方創生加速化交付金事業
　垂水の農林水産品 “ 市場突破力 ” 向上・拡大事業

▼ 平成 29 年度新規・追加分総合戦略関連事業
①たるたる奨学金事業
②結婚新生活支援事業
③建築物耐震改修促進事業
④企業版ふるさと納税活用事業
　地域若者「就地」拡大プロジェクト事業

第８回垂水市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会

地方創生の取組を
更に推進しています

◎審議会の役割と目的
総合戦略として推進している事業の効果と透明性を高めるために、庁内組織の
検証だけでなく、外部委員（大学・金融機関・農水産関係者等）で構成される「垂
水市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会」で評価・検証を行っています。

詳細は
WEB で！

【アクセス経路】
垂水市公式 WEB サイト
⇒市政の動き
⇒重要施策  ⇒地方創生
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